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議
員
が
市
民
に
対
し
、
お

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
公

職
選
挙
法
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
が
議
員
に
対

し
寄
付
を
求
め
る
こ
と
も
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
職
選
挙
法
に
よ
る

禁
止
行
為

◇
議
員
の
寄
付
禁
止

◇
議
員
へ
の
寄
付
勧
誘
・

要
求
の
禁
止

　

議
員
は
市
民
に
対
し
、
答

礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も

の
を
除
き
、
暑
中
見
舞
状
、

年
賀
状
な
ど
の
時
候
の
あ
い

さ
つ
状
（
電
報
な
ど
も
含
ま

れ
ま
す
）
を
出
す
こ
と
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
時
候
の
あ
い
さ
つ
状 

な
ど
の
禁
止

　

こ
れ
ら
に
違
反
す
る
と
罰

せ
ら
れ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

Ｑ　

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

非
対
面
式
の
自
動
貸
出
機
や
有
料

宅
配
サ
ー
ビ
ス
、
書
籍
消
毒
機
な

ど
が
、今
後
、必
要
に
な
る
と
思
う

が
、
導
入
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　

Ａ　

自
動
貸
出
機
は
設
置
ス
ペ

ー
ス
の
課
題
が
あ
り
、
導
入
は
難

し
い
。
有
料
宅
配
サ
ー
ビ
ス
や
書

籍
消
毒
機
の
導
入
は
有
効
で
あ
る

た
め
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

きれいなバラが咲いていました
＜光綾公園にて＞

　

Ａ　

現
段
階
で
是
正
に
つ
な
が

る
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、
有
用

性
な
ど
を
研
究
し
て
い
く
。

　

Ｑ　

条
例
が
制
定
さ
れ
た
場

合
、
一
律
に
活
用
す
べ
き
で
な
い

と
考
え
る
が
、
市
の
認
識
は
。

　

Ａ　

校
長
が
教
員
一
人
一
人
の

事
情
を
く
み
取
っ
た
上
で
活
用
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
全
教
員

に
対
し
、
一
律
に
導
入
す
る
も
の

で
は
な
い
と
考
え
る
。

●
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
事
態
宣

言
解
除
に
基
づ
く
学
校
再
開
と
教

育
の
進
め
方
に
つ
い
て

　

Ｑ　

長
期
休
暇
を
短
縮
し
て
の

授
業
は
、児
童
・
生
徒
や
教
職
員
に

負
担
が
か
か
る
が
、市
の
見
解
は
。

　

Ａ　

児
童
・
生
徒
の
心
の
ケ
ア

に
配
慮
し
、対
応
す
る
。教
職
員
へ

は
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
活
用
な

ど
に
よ
り
健
康
管
理
に
努
め
る
。

●
会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
に

つ
い
て

　

Ｑ　

事
務
職
の
常
勤
・
短
時
間

勤
務
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
料

額
は
ど
う
な
っ
た
か
。

　

Ａ　

常
勤
は
月
額
で
、
短
時
間

は
日
額
か
時
給
で
算
定
す
る
。
制

度
移
行
前
の
基
準
を
基
に
、
月
額

　

万
５
６
６
０
円
、
日
額
７
８
８

１６８
円
、時
給
１
０
１
７
円
で
あ
る
。

　

Ｑ　

常
勤
・
短
時
間
勤
務
会
計

年
度
任
用
職
員
の
休
暇
制
度
は
。

　

Ａ　

有
給
の
年
次
休
暇
や
親
族

死
亡
な
ど
に
よ
る
特
別
休
暇
、
無

給
の
育
児
休
業
な
ど
が
あ
る
。

●
変
形
労
働
時
間
制
の
導
入
に
つ

い
て

　

Ｑ　

制
度
導
入
で
、
教
職
員
の

長
時
間
労
働
が
是
正
で
き
る
か
。

会
計
年
度
任
用
職
員
に
移
行

後
の
給
料
や
休
暇
制
度
は

二
見　
　

昇

●
ご
み
問
題
に
つ
い
て

　

Ｑ　

気
候
変
動
対
策
と
し
て
、

焼
却
ご
み
の
減
量
化
に
ど
う
取
り

組
ん
で
い
る
か
。ま
た
、海
洋
汚
染

に
つ
な
が
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

の
排
出
抑
制
を
推
進
し
な
い
か
。

　

Ａ　

目
標
値
を
定
め
、
自
治
会

研
修
会
で
分
別
方
法
を
啓
発
す
る

な
ど
、
ご
み
減
量
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
。ま
た
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
も
分
別
や
ポ
イ
捨
て
防
止
を
啓

発
し
て
お
り
、他
市
を
参
考
に
、効

果
的
な
手
法
を
研
究
し
て
い
く
。

　

Ｑ　

リ
チ
ウ
ム
電
池
は
、
一
見

電
池
と
分
か
ら
ず
捨
て
ら
れ
、
処

理
施
設
の
火
災
原
因
と
な
る
が
、

処
分
方
法
を
周
知
し
て
い
る
か
。

　

Ａ　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
や
、

電
化
製
品
販
売
店
な
ど
の
回
収
協

力
店
に
持
ち
込
む
必
要
が
あ
り
、

火
災
の
危
険
性
と
併
せ
て
、
市
の

広
報
な
ど
で
周
知
し
て
い
る
。

●
こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
に
つ
い
て

　

Ｑ　

学
校
に
行
け
ず
に
悩
ん
で

い
る
児
童
・
生
徒
に
も
、
一
人
一

人
の
学
び
を
保
障
し
、
支
援
し
て

い
く
環
境
を
整
備
し
な
い
か
。

　

Ａ　

一
人
一
台
の
端
末
を
整
備

す
る
こ
と
で
、
緊
急
時
だ
け
で
な

く
、
不
登
校
や
支
援
を
必
要
と
す

る
児
童
・
生
徒
へ
の
学
び
の
保
障

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

　

Ｑ　

臨
時
休
業
期
間
中
、
給
食

提
供
機
能
を
活
用
し
た
昼
食
の
提

供
が
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
示

さ
れ
た
が
、検
討
し
な
か
っ
た
か
。

　

Ａ　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
児
童
・
生

徒
を
学
校
に
集
め
、
給
食
を
提
供

す
る
考
え
は
想
定
し
な
か
っ
た
。

焼
却
ご
み
の
減
量
化
と
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
の
排
出
抑
制
を

畑
井　

陽
子

●
介
護
施
設
や
障
が
い
者
福
祉
施

設
等
の
感
染
症
対
策
と
新
た
な
支

援
に
つ
い
て

　

Ｑ　

家
族
に
会
え
な
い
寂
し
さ

や
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、
オ
ン

ラ
イ
ン
面
会
を
推
進
し
な
い
か
。

　

Ａ　

県
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

貸
与
し
、
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し

て
お
り
、財
政
的
な
支
援
を
含
め
、

状
況
を
把
握
し
、
対
応
し
た
い
。

●
学
校
臨
時
休
業
中
の
保
育
園
や

学
童
保
育
等
の
対
応
と
今
後
の
支

援
に
つ
い
て

　

Ｑ　

国
の
要
請
で
開
所
し
勤
務

し
た
、
保
育
従
事
者
や
支
援
員
に

特
別
手
当
の
支
給
を
考
え
て
は
。

　

Ａ　

個
人
へ
の
金
銭
的
な
支
援

で
は
な
く
、
従
事
者
が
安
心
し
て

保
育
で
き
る
環
境
づ
く
り
へ
の
支

援
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
伴
う
、
市
内
の
商
店
や
事
業
者

等
へ
の
影
響
と
今
後
の
支
援
に
つ

い
て

　

Ｑ　

市
内
店
舗
を
応
援
す
る
た

め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発

行
な
ど
に
取
り
組
ま
な
い
か
。

　

Ａ　

市
内
商
業
者
に
必
要
な
支

援
が
届
く
よ
う
、
現
状
を
確
認
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
市
内
の
児
童
や
生
徒
及
び
学
生

の
い
る
家
庭
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　

Ｑ　

就
学
援
助
や
奨
学
金
の
制

度
で
は
、
前
年
度
所
得
だ
け
で
な

く
、
感
染
症
の
影
響
で
収
入
が
減

少
し
た
世
帯
に
も
配
慮
し
、
個
々

の
状
況
に
応
じ
、対
応
し
な
い
か
。

　

Ａ　

経
済
的
な
支
援
が
必
要
な

世
帯
に
は
、
収
入
状
況
な
ど
を
確

認
し
、
柔
軟
に
対
応
し
た
い
。

感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
い
る

市
内
事
業
所
な
ど
に
支
援
を

公
明
党　
　
　

三
谷　

小
鶴

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

（
経
済
・
雇
用
）
に
つ
い
て

　

Ｑ　

学
校
休
業
な
ど
に
伴
い
、

会
計
年
度
任
用
職
員
や
指
定
管
理

者
、
学
校
給
食
の
委
託
業
者
へ
の

賃
金
を
ど
う
補
償
す
る
の
か
。

　

Ａ　

学
校
勤
務
の
会
計
年
度
任

用
職
員
は
、
夏
休
み
の
授
業
を
見

込
み
、勤
務
日
を
調
整
し
た
。指
定

管
理
者
は
、
協
定
の
変
更
予
定
は

な
い
。委
託
業
者
と
は
、協
議
を
行

い
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
従
業
員
の
給

与
補
償
な
ど
を
確
認
し
、
賃
金
減

額
分
な
ど
の
契
約
を
変
更
し
た
。

　

Ｑ　

国
の
雇
用
調
整
助
成
金
や

持
続
化
給
付
金
の
支
給
が
遅
れ
て

い
る
が
、
市
の
認
識
は
。

　

Ａ　

手
続
き
の
簡
素
化
や
増
員

な
ど
で
、
支
給
率
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

Ｑ　

中
小
企
業
を
支
援
す
る
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
や
、
危

機
関
連
保
証
の
認
定
を
受
け
た
企

業
へ
の
県
や
市
の
支
援
は
。

　

Ａ　

県
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
資
金
は
、
一
定
要

件
を
満
た
せ
ば
、
３
年
間
無
利
子

で
、信
用
保
証
料
も
ゼ
ロ
と
な
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
特
別

融
資
で
は
、
市
が
利
子
の
４
分
の

１
を　

カ
月
分
ま
で
助
成
す
る
。

２４

●
保
育
士
養
成
の
授
業
料
等
の
支

援
に
つ
い
て

　

Ｑ　

保
育
士
の
確
保
に
向
け
、

資
格
取
得
に
要
す
る
学
費
の
貸
付

金
制
度
を
創
設
し
な
い
か
。

　

Ａ　

令
和
２
年
度
か
ら
、
奨
学

金
返
済
費
の
助
成
を
開
始
し
た
。

民
間
保
育
所
の
処
遇
改
善
経
費
へ

の
助
成
な
ど
で
確
保
に
努
め
る
。

学
校
休
業
な
ど
に
伴
い
賃
金
の

補
償
は
ど
う
行
う
の
か

日
本
共
産
党　

松
本　

春
男

●
市
民
の
安
全
安
心
に
関
わ
る
庁

内
及
び
他
市
間
の
情
報
提
供
・
共

有
の
在
り
方
に
つ
い
て

　

Ｑ　

令
和
２
年
１
月　

日
に
、

２４

海
老
名
市
内
の
公
園
で
遊
具
へ
の

悪
質
な
い
た
ず
ら
が
発
生
し
た
。

危
機
管
理
事
案
が
近
隣
市
で
発
生

し
た
場
合
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　

Ａ　

緊
急
事
案
に
対
応
す
る
た

め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い

る
が
、
他
市
で
事
案
が
発
生
し
た

際
の
対
応
が
明
確
で
な
か
っ
た
。

今
後
、
近
隣
市
と
情
報
共
有
の
連

携
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

　

Ｑ　

危
機
管
理
事
案
の
庁
内
連

携
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

Ａ　

担
当
課
か
ら
報
告
を
受
け

た
危
機
管
理
課
は
情
報
収
集
を
行

い
、
関
係
各
課
と
連
携
し
、
事
前

対
策
や
応
急
対
策
を
実
施
す
る
。

　

Ｑ　

県
央
八
市
や
近
隣
市
と
の

情
報
提
供
や
共
有
の
取
り
決
め
が

必
要
と
思
う
。
市
民
か
ら
の
強
い

要
望
も
あ
る
が
、
市
の
考
え
は
。

　

Ａ　

近
隣
市
と
の
情
報
共
有
は

特
に
必
要
と
考
え
る
。
今
後
、
県

央
の
協
議
会
な
ど
で
提
案
し
、
体

制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

●
コ
ロ
ナ
禍
で
の
市
立
図
書
館
の

在
り
方
に
つ
い
て

危
機
管
理
事
案
は
近
隣
市
と

情
報
共
有
し
市
民
に
周
知
を

公
明
党 

内
山　

恵
子


